
は
じ
め
に

山
岡
鉄
舟

(

一
八
三
六
〜
一
八
八
八)

は
、
幕
末
期
の
幕
臣
・
剣
術
家
、

明
治
初
期
の
侍
従
・
書
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
鉄
舟
は
号
で
、
本
名
は
、

鉄
太
郎
。
飛
騨
郡
代
小
野
朝
右
衛
門

ち
ょ
う
え
も
ん

高
福

た
か
と
み

の
四
男
に
生
ま
れ
、
幕
末
の
有
名

な
槍
術
家
山
岡
静
山
の
家
に
婿
養
子
と
し
て
入
り
、
山
岡
家
を
継
い
だ
。
講

武
所
の
剣
術
世
話
役
、
幕
府
の
浪
士
取
締
役
を
経
て
、
徳
川
慶
喜
の
護
衛
に

あ
た
っ
た
精
鋭
隊
歩
兵
頭
格
と
な
っ
た
。
一
八
六
八
年

(
慶
応
四)

三
月
に

東
征
軍
の
東
下
に
際
し
て
、
徳
川
慶
喜
の
命
に
よ
り
駿
府
で
西
郷
隆
盛
と
会

見
し
、
勝
海
舟
な
ど
と
協
力
し
て
、
江
戸
無
血
開
城
を
実
現
さ
せ
た
。
江
戸

無
血
開
城
の
直
後
、
大
目
付
と
な
り
、
静
岡
県
ほ
か
で
参
事
・
県
令
を
務
め
、

一
八
七
二
年(

明
治
五)

に
天
皇
側
近
と
な
り
、
一
八
八
二
年(

明
治
一
五)

に
宮
内
少
輔
を
辞
任
し
た
。
剣
術
の
流
派
一い

っ

刀と
う

正
し
ょ
う

伝で
ん

無む

刀と
う

流
り
ゅ
う

を
創
始
し
、

春
風
館
道
場
を
開
き
、
そ
こ
で
日
本
の
政
治
界
、
経
済
界
な
ど
で
活
躍
し
た

多
数
の
門
弟
を
育
て
た
。
明
治
時
代
に
は
、
江
戸
無
血
開
城
で
の
功
績
、
天

皇
の
側
近
、
な
ど
で
そ
の
名
声
が
鳴
り
響
き
、｢

幕
末
の
三
舟｣

の
一
人
と

し
て
数
え
ら
れ
て
い
る

(

後
の
二
舟
は
高
橋
泥
舟
と
勝
海
舟
で
あ
る)

。

明
治
末
期
に
生
没
年
も
経
歴
も
、
そ
の
人
と
な
り
も
、
良
く
分
か
ら
な
い

安
部
正
人
な
る
人
物
が
山
岡
鉄
舟
の
講
話
記
録
と
さ
れ
た

『

武
士
道』

(

光

融
館
、
一
九
〇
二
年)

、
山
岡
直
筆
と
さ
れ
た

『

鉄
舟
随
筆』

(

光
融
館
、
一

九
〇
三
年)

な
ど
を
世
に
出
し
た
が
、
現
在
で
も
大
東
出
版
社
、
角
川
書
店
、

国
書
刊
行
会
か
ら
繰
り
返
し
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
書
物

(『

鉄
舟
随

筆』

は

『

鉄
舟
言
行
録』

、
更
に

『

鉄
舟
随
感
録』

と
い
う
題
目
に
変
わ
っ

た)

は
、
山
岡
と
無
縁
な
も
の
で
あ
り
、
安
部
正
人
に
よ
る
創
作
で
あ
る
こ

と
を
既
に
述
べ
た

(

１)

。
そ
の
事
実
が
広
く
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
様
々
な
バ
ー
ジ
ョ

ン
で
出
回
っ
て
い
る
山
岡
鉄
舟
の

｢

武
士
道
論｣

と

｢

随
筆｣

は
、
山
岡
鉄

舟
の
虚
像
を
作
り
上
げ
、
山
岡
鉄
舟
、
あ
る
い
は
武
士
道
に
興
味
を
持
っ
て

い
る
多
く
の
人
に
既
に
一
世
紀
に
わ
た
っ
て
誤
解
を
与
え
続
け
て
い
る
。

山
岡
鉄
舟
自
身
は
勝
海
舟
の
よ
う
に
自
分
の
意
見
、
考
え
を
多
数
の
書
物

と
し
て
書
き
残
し
、
語
り
残
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
全
貌
を
生
の
史
料
に

よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
な
い

(

２)

。
そ
の
実
像
を
窺
え
る
確
実
な
二
次
資
料
も

少
な
く
、
村
上
康
正
著『

一
刀
正
伝
無
刀
流
開
祖

山
岡
鉄
太
郎
先
生
年
譜』

(
村
上
康
正
発
行
、
一
九
九
九
年)

を
除
い
て
こ
の
よ
う
な
史
料
を
本
格
的

に
掘
り
起
こ
す
試
み
が
こ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
山

岡
が
幕
末
・
明
治
初
期
に
日
本
の
歴
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
、
し
か
も
日

本
の
最
高
統
治
者
、
徳
川
慶
喜
と
明
治
天
皇
に
尽
く
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

山
岡
に
つ
い
て
の
学
問
的
な
研
究
が
行
な
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
大
き
な
原
因

の
一
つ
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
原
因
は
、
山
岡
の
人
格
に
あ
っ
た
。
山
岡
は
、

―�―
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自
分
の
功
績
を
表
に
一
切
出
さ
ず
、
常
に
陰
に
隠
れ
る
と
い
う
主
義
の
人
で

あ
っ
た
の
で
、
そ
の
事
績
が
必
然
的
に
研
究
者
に
見
逃
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と

言
え
る

(
３)

。

そ
の
一
方
、
山
岡
鉄
舟
に
つ
い
て
多
く
の
伝
記
と
小
説
が
出
版
さ
れ
て
い

る
。
と
り
わ
け
、
伝
記
の
場
合
は
、
参
考
文
献
の
信
憑
性
に
関
す
る
確
認
作

業
が
全
く
見
ら
れ
ず
、
著
者
の
想
像
力
が
大
分
加
え
ら
れ
、
剣
禅
一
如
論
な

ど
に
偏
り
、
山
岡
を
超
人
的
な
存
在
に
祭
り
上
げ
る
傾
向
に
あ
る
の
で
山
岡

の
実
像
が
か
な
り
歪
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
書
物
と
対
照
的
に
、
一
般
世
間
で
山
岡
鉄
舟
の
唯
一
の
正
伝
と

さ
れ
て
き
た
牛
山
栄
治
編

『

山
岡
鉄
舟
先
生
正
伝

お
れ
の
師
匠』

(

春
風

館
、
一
九
三
七
年
。
以
下
、『

お
れ
の
師
匠』
と
略)

、
が
ひ
と
き
わ
目
立
つ
。

こ
の
伝
記
全
体
の
内
容
は
、
長
い
間
山
岡
の
内
弟
子
で
あ
っ
た
小
倉
鉄
樹

て
つ
じ
ゅ

の

口
述
と
い
う
形
式
を
取
っ
て
い
る
の
で
、
山
岡
に
つ
い
て
の
最
も
正
確
な
情

報
源
と
し
て
扱
わ
れ
、
そ
の
内
容
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
疑
義
が
持
た
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に

『

お
れ
の
師
匠』

の
成
立

過
程
に
は
、
い
く
つ
か
の
大
き
な
問
題
点
が
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の

問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
伝
記
に
対
す
る
認
識
を
根
本

的
に
正
す
こ
と
を
課
題
と
し
、
山
岡
鉄
舟
研
究
の
た
め
の
基
盤
を
作
り
上
げ

る
こ
と
に
向
け
て
の
作
業
の
一
環
で
あ
る
。

一

小
倉
鉄
樹
の
履
歴

『

お
れ
の
師
匠』

の
内
容
は
、
山
岡
の
内
弟
子
小
倉
鉄
樹
が
口
述
し
、
石

津
寛
・
牛
山
栄
治
が
そ
の
口
述
を
手
記
・
編
纂
し
た
。
山
岡
に
身
近
な
人
の

中
で
、
彼
に
つ
い
て
の
回
想
を
公
に
し
て
い
る
の
は
、
山
岡
の
弟
子
柳
多
元

治
郎
と
香
川
善
治
郎
を
除
い
て
は
、
小
倉
鉄
樹
だ
け
で
あ
ろ
う

(

４)

。
こ
こ
で
、

先
ず
小
倉
の
履
歴
を
紹
介
し
よ
う

(

た
だ
し
、
そ
の
口
述
が
手
記
さ
れ
た
明

治
末
期
頃
ま
で
と
す
る)

。

小
倉
鉄
樹

(

一
八
六
五
〜
一
九
四
四)

は
本
名
が
渡
辺
伊
三
郎
、
新
潟
県

西
頸
城
郡
青
海
村
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
一
六
歳
の
時
、
軍
人
を
志
望
し
て
東

京
に
出
、
開
成
学
校
に
入
学
す
る
た
め
に
神
田
淡
路
町
の
共
立
学
校
に
入
っ

て
洋
学
を
学
ん
だ
が
、
身
長
が
低
い
の
で
不
合
格
に
な
り
、
止
む
な
く
二
松

学
舎
に
入
っ
て
、
漢
学
を
学
ん
だ
。
山
岡
鉄
舟
の
剣
術
道
場
に
つ
い
て
知
り
、

山
岡
を
四
谷
の
私
邸
に
訪
ね
、
内
弟
子
と
し
て
入
門
を
希
望
し
た
。
小
倉
の

回
想
に
よ
る
と

大
鉄
舟
を
四
谷
の
道
場
に
訪
ね
て
、
内
弟
子
と
し
て
入
門
さ
せ
て
も
ら

い
た
い
と
願
い
出
た
が
、
に
べ
も
な
く
断
わ
ら
れ
て
な
か
な
か
許
し
て

く
れ
な
い
。
軍
人
志
望
が
挫
折
し
て
破
れ
か
ぶ
れ
の
気
持
も
あ
っ
て
、

こ
の
上
は
門
前
で
死
ん
で
や
ろ
う
と
決
心
し
て
玄
関
先
に
座
り
こ
み
、

飲
ま
ず
喰
わ
ず
で
一
週
間
も
頑
張
っ
た
。
―

(

マ
マ)

正
月
に
な
ろ
う
と
す
る

と
き
で
、
寒
さ
は
寒
し
、
道
場
の
者
は
一
向
に
と
り
あ
っ
て
く
れ
そ
う

に
も
な
い
。
絶
対
絶
命
に
お
い
こ
ま
れ
、
ふ
ら
ふ
ら
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
と
き
に
な
っ
て
や
っ
と
鉄
舟
も
お
れ
の
強
情
を
認
め
て
く
れ

た
の
か
入
門
が
許
さ
れ
た
よ
。
―

(

マ
マ)

本
当
に
泣
け
て
し
ま
っ
た
。
明
治

十
四
年
十
二
月
三
十
一
日
だ
っ
た

と
口
述
し
て
い
る

(

５)

。
し
か
し
、
郷
里
を
出
て
き
た
伊
三
郎
少
年
に
と
っ
て
は
、

山
岡
道
場
の
徹
底
し
た
精
神
修
行
に
終
始
す
る
教
育
の
真
意
が
つ
か
み
と
れ

ず
、
こ
れ
で
は
徒
ら
に
身
体
を
疲
労
す
る
ば
か
り
で
、
毎
日
を
空
費
し
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
せ
っ
か
く
入
門
が
許
さ
れ
た
道
場
生

活
も
慣
れ
る
に
つ
れ
て
、
あ
せ
り
心
に
な
っ
て
き
た
。
山
岡
鉄
舟
を
論
破
す

―�―



る
つ
も
り
で
千
葉
県
か
ら
出
て
き
て
、
い
つ
か
弟
子
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
陽

明
学
者
の
山
崎
天
遊
な
る
人
物
の
そ
そ
の
か
し
も
あ
り
、
伊
三
郎
は
山
岡
道

場
を
密
か
に
出
て
、
東
海
道
を
学
問
修
行
に
旅
立
っ
た
の
で
あ
る
。
最
初
の

目
的
通
り
、
京
都
で
は
漢
学
者
の
草
葉
船
山
、
菊
池
三
渓
、
大
阪
で
は
五
十

川
訊
堂
ら
、
当
時
名
声
を
と
ど
ろ
か
し
て
い
た
大
学
者
を
歴
訪
し
て
教
え
を

乞
う
た
が
、
早
く
も
失
望
し
、
東
京
に
戻
っ
た
。
こ
の
脱
走
が
許
さ
れ
て
、

伊
三
郎
が
山
岡
道
場
に
復
帰
し
た
頃
は
、
山
岡
は
宮
内
省
を
辞
し
て
、
自
ら

創
始
し
た
無
刀
流
剣
術
の
指
導
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
り
、
道
場
を

｢

春
風

館｣

と
名
付
け
て
い
た
。

山
岡
鉄
舟
の
道
場
に
起
居
す
る
こ
と
四
年
の
後
、
一
八
八
六
年

(

明
治
一

九)

二
月
頃
、
伊
三
郎
少
年
は
山
岡
か
ら

｢
鉄
樹｣

の
号
を
授
か
り
、
さ
ら

に
三
年
間
京
都
に
あ
る
円
福
寺
僧
堂
の
伽
山
老
師
の
下
に
禅
の
修
行
に
専
念

す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
、
三
年
間
が
経
た
な
い
う
ち
に
山
岡
の
道
場
に
戻
る
こ

と
を
禁
じ
ら
れ
た
。
そ
の
二
年
半
後
、
一
八
八
八
年

(
明
治
二
一)

七
月
一

九
日
に
山
岡
鉄
舟
が
没
し
た
の
で
、
鉄
樹
は
師
匠
と
再
会
で
き
な
か
っ
た
。

山
岡
の
没
後
、
鉄
樹
は
、
伽
山
老
師
の
下
に
禅
の
修
行
を
続
け
、
ま
た
当
時

の
名
僧
滴
水
、
毒
潭
、
潭
海
、
峨
山
な
ど
を
歴
訪
し
て
い
る
。
一
八
九
四
年

(

明
治
二
七)

に
日
清
戦
争
が
始
ま
っ
た
時
、
鉄
樹
は
第
三
師
団
の
軍
夫
に

応
募
し
、
百
人
長
と
い
う
人
夫
頭
で
渡
満
し
た
。
日
清
戦
争
の
後
、
鉄
樹
は

神
戸
の
実
業
家
小
倉
庄
之
助
の
養
嗣
子
と
な
り
、
そ
の
娘
ち
か
子
と
結
婚
し

た
。
鉄
樹
が
小
倉
姓
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
の
時
か
ら
で
、
鉄
樹

が
三
四
歳
の
時
で
あ
っ
た
。

小
倉
家
は
当
時
没
落
し
て
い
た
の
で
、
鉄
樹
は
し
ば
ら
く
養
家
の
復
興
を

も
く
ろ
み
、
経
済
方
面
で
活
動
し
よ
う
と
の
意
欲
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
妻

ち
か
子
が
、
結
婚
僅
か
に
二
年
後
他
界
す
る
に
及
ん
で
、
こ
の
考
え
も
挫
折

し
た
。
鉄
樹
は
、
終
に
専
ら
禅
道
に
精
進
す
る
に
至
っ
た
。

鉄
樹
が
関
西
を
出
て
、
鎌
倉
に
巡
遊
し
た
の
は
一
九
〇
八
年(

明
治
四
一)

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
頃
の
鉄
樹
の
仮
寓
は
円
覚
寺
内
仏
日
庵
で
あ
っ
た
が
、

間
も
な
く
正
伝
庵
に
移
っ
て
、
一
九
一
二
年

(

明
治
四
五)

ま
で
こ
こ
に
滞

留
し
来
訪
す
る
青
少
年
に
対
し
て
禅
の
指
導
を
行
っ
た

(

６)

。

二

『

お
れ
の
師
匠』

の
成
立

鎌
倉
の
円
覚
寺
で
数
年
間
に
わ
た
っ
て
小
倉
鉄
樹
の
指
導
を
受
け
、
そ
の

口
述
を
手
記
し
た
の
は
後
に
医
学
博
士
と
な
っ
た
石
津
寛

(

一
八
八
四
〜
一

九
三
六)

で
あ
る
。
石
津
は
第
一
号
の
弟
子
と
し
て
鉄
樹
の
側
に
い
て
、
そ

の
日
常
の
片
言
隻
句
も
、
漏
ら
さ
ず
に
記
録
し
て
い
た

(

７)

。
当
時
、
こ
の
手
記

は
、
講
談
社
の
雑
誌

『

現
代』

と

『

雄
弁』

に

｢

お
れ
の
師
匠｣

と
題
す
る

山
岡
鉄
舟
談
と
し
て
連
載
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る

(

８)

。
こ
の
ほ
か
に
も
石
津
は
講

談
社
の
雑
誌

『

キ
ン
グ』

に
小
倉
鉄
樹
と
の
対
談
と
い
う
形
で
、
山
岡
の
春

風
館
道
場
に
お
け
る
修
行
な
ど
を
二
・
三
回
掲
載
し
た
。
石
津
寛
は
、
雑
誌

『

キ
ン
グ』

に
掲
載
さ
れ
た
小
倉
の
談
話
を
未
発
表
の
分
と
共
に
小
倉
の
校

閲
を
得
て
、｢

二
十
余
年
前
予
鉄
樹
老
人
と
鎌
倉
に
在
り
、
親
炙
し
て
其
の

風
貌
に
接
す
る
こ
と
三
年
、
時
々
其
の
見
聞
す
る
と
こ
ろ
を
記
し
て
自
家
啓

蒙
の
資
と
せ
る
も
の
積
ん
で
数
寸

(

９)｣

と
い
う
序
言
を
入
れ
、
一
九
三
三
年

(
昭
和
八)

に

『

鎌
倉
夜
話』

と
し
て
刊
行
し
た
。
小
倉
の
口
述
に
は
山
岡

鉄
舟
に
関
す
る
回
想
が
特
に
多
か
っ
た
た
め
、
石
津
寛
は

『

鎌
倉
夜
話』

編

纂
の
際
、
小
倉
の
山
岡
鉄
舟
談
を
分
離
し
、
後
日
さ
ら
に
原
稿
を
整
え
て
、

こ
れ
を
一
冊
と
し

『

お
れ
の
師
匠』

と
題
し
て
出
版
す
る
と
い
う
計
画
を
立

て
た
。『

鎌
倉
夜
話』
に
は

『

お
れ
の
師
匠』

の
発
表
予
告
が
載
せ
ら
れ
た

―�―



が
、
一
九
三
六
年

(

昭
和
一
一)

に
石
津
は
突
然
病
に
倒
れ
、
間
も
な
く
他

界
し
た
た
め
こ
の
計
画
を
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

小
倉
鉄
樹
の
第
一
の
高
弟
で
あ
っ
た
石
津
寛
の
没
後
、
石
津
と
同
時
期
の

小
倉
の
弟
子
で
、
後
に
全
国
高
校
長
会
長
、
日
本
大
学
の
教
授
と
人
事
部
長
、

日
本
青
少
年
連
盟
理
事
、
群
馬
女
子
短
期
大
学
名
誉
学
長
な
ど
を
歴
任
し
た

牛
山
栄
治

(

一
八
九
九
〜
一
九
七
九)

が
、
石
津
の

｢

お
れ
の
師
匠｣

の
草

稿

(

四
〇
〇
字
詰
め
の
原
稿
用
紙
三
四
九
枚)

を
そ
の
徳
子
未
亡
人
に
借
り

受
け
、
出
版
の
承
諾
を
も
ら
い
、
原
稿
の
整
理
に
取
り
組
ん
だ
。
牛
山
は
、

こ
の
原
稿
の
整
理
過
程
の
中
で
い
く
つ
か
の
困
難
に
遭
っ
た
。
一
つ
に
は
、

石
津
寛
の
原
稿
は
未
定
稿
で
、
多
く
の
事
実
に
つ
い
て
は
将
来
に
調
査
を
行

う
こ
と
を
想
定
し
た
の
で
仮
の
記
述
を
し
、
あ
る
い
は
空
欄
を
残
し
た
た
め
、

そ
れ
ら
に
関
し
て
調
査
を
行
い
、
訂
正
を
加
え
、
空
欄
も
埋
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
は
、
石
津
は
小
倉
の
談
話
を
残
ら
ず
書
き
留

め
て
、
そ
の
な
か
に
山
岡
鉄
舟
の
風
貌
が
多
少
見
え
て
も
、
山
岡
の
事
蹟
に

関
し
て
筆
を
全
く
染
め
な
か
っ
た
箇
所
も
多
く
、
一
冊
の
伝
記
と
し
て
不
十

分
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
出
版
す
る
た
め
に
更
に
未
詳
の
箇
所
を
補
う
必
要
が

あ
っ
た
。
そ
の
時
点
で
牛
山
栄
治
は
既
に
二
〇
年

(�)
に
わ
た
っ
て
小
倉
の
弟
子

と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
山
岡
鉄
舟
の
孫
、
山
岡
龍
雄
が
牛
山
の
許
に
置
か

れ
て
数
年
間
そ
の
面
倒
を
見
る
こ
と
も
あ
り
、
山
岡
鉄
舟
の
遺
族
と
交
際
の

機
会
に
恵
ま
れ
た
。
さ
ら
に
、
小
倉
を
通
じ
て
山
岡
鉄
舟
の
門
下
で
あ
っ
た

松
岡
万

(�)

と
桑
原
千
末
太
の
手
記
を
松
岡
と
桑
原
の
遺
族
に
借
覧
す
る
こ
と
も

出
来
た
。
小
倉
か
ら
聞
き
書
き
を
追
加
し
、
ま
た
各
種
の
資
料
を
渉
猟
し
て
、

補
充
し
た
結
果
、
原
稿
四
二
〇
枚
を
石
津
の
原
稿
に
書
き
加
え
、
一
九
三
七

年

(

昭
和
一
二)

に

『

山
岡
鉄
舟
先
生
正
伝

お
れ
の
師
匠』

と
し
て
世
に

出
し
た
の
で
あ
る

(�)

。

五
年
後
、
一
九
四
二
年

(

昭
和
一
七)

に

『

お
れ
の
師
匠』

は

『

お
れ
が

師
匠

山
岡
鉄
舟
を
語
る』

と
い
う
題
名

(

以
下
、『

山
岡
鉄
舟
を
語
る』

と
略)

で
再
び
出
版
さ
れ
た
。『

お
れ
の
師
匠』

の
増
補
版
と
言
え
る
が
、

『

お
れ
の
師
匠』

と

『

山
岡
鉄
舟
を
語
る』

を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
所
々
文

章
に
多
少
の
違
い
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
目
次
の
順
序
以
外
に
両
伝
記
の
間

に
大
き
な
違
い
は
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
、
こ
こ
で
両
方
を
同
じ
伝
記
と

し
て
見
な
す
こ
と
に
す
る

(『

お
れ
の
師
匠』

よ
り
も

『

山
岡
鉄
舟
を
語
る』

の
章
立
て
の
方
が
山
岡
鉄
舟
の
生
涯
を
順
序
よ
く
追
っ
て
い
る)

。

な
お
、
小
倉
鉄
樹
の
回
想
談
と
言
え
ば
、
佐
倉
孫
三
が
山
岡
の
没
五
年
後

著
し
た
最
初
の
本
格
的
な
山
岡
伝
記

『

山
岡
鉄
舟
伝』

(

普
及
舎
、
一
八
九

三
年

(�))

に
言
及
す
る
必
要
が
あ
る
。
佐
倉
孫
三

(

一
八
六
一
〜
？)

は
、
小

倉
鉄
樹
と
一
緒
に
二
松
学
舎
で
学
び
、
小
倉
の
友
人
で
あ
っ
た
。
小
倉
が
学

問
修
行
の
た
め
に
山
岡
の
剣
術
道
場
を
脱
出
し
た
時
、
彼
と
一
緒
に
関
西
に

赴
い
た
の
は
こ
の
佐
倉
孫
三
で
あ
る

(�)

。
佐
倉
は
、
山
岡
と
多
少
の
面
識
も
あ
っ

た

(�)
。

『

お
れ
の
師
匠』

と

『

山
岡
鉄
舟
伝』

の
内
容
に
は
、
偶
然
と
思
え
な
い

共
通
点
が
沢
山
あ
る

(�)

。
そ
の
理
由
は
、
次
の
小
倉
口
述
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。

お・
れ・
は
よ
く
見
ぬ
が
、
佐
倉

(

孫
三
氏)

が
師
匠
の
死
後
間
も
な
く

｢

山
岡
鉄
舟
伝｣

(

明
治
二
十
六
年
五
月
神
田
普
及
舎
発
行)

と
云
ふ
の

を
出
し
て
ゐ
る
。
俺
が
師
匠

(

山
岡
鉄
舟
・
引
用
者
注)

の
死
後
谷
中

の
家
に
家
政
整
理
に
行
つ
て
居
つ
た
頃
、
佐
倉
は
牛
込
で
警
部
を
し
て

ゐ
た
が
、
其
の
頃
俺
が
し
た
話
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
信
用
は
出

来
る
筈
だ
が
、
此
の
間
誰
か
来
て
、
多
少
俺
の
話
と
は
違
つ
て
ゐ
る
と

言
つ
て
居
た

(�)｣
。

つ
ま
り
、
両
伝
記
の
情
報
源
は
と
も
に
小
倉
な
の
で
、
そ
の
内
容
に
共
通
点
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が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
で
あ
る
。
そ
し
て
、『

山
岡
鉄
舟
伝』

の
内

容
が
小
倉
の
話
と｢

違
つ
て
い
る｣

訳
は
、
佐
倉
が
小
倉
鉄
樹
だ
け
で
な
く
、

山
岡
鉄
舟
周
辺
の
人
々
か
ら
得
た
情
報
を
こ
の
伝
記
に
加
え
た
こ
と
に
あ
る
。

こ
れ
は
、
佐
倉
が

『

山
岡
鉄
舟
伝』

の
自
序
で

｢

頃
者
、
公

(

山
岡
鉄
舟
・

引
用
者
注)
ノ
夫
人
、
及
其
義
兄
ナ
ル
高
橋
泥
舟
翁
等
ニ
就
キ
、
其
行
事
ヲ

蒐
輯
シ
、
以
テ
之
ヲ
世
ノ
同
シ
ク
公
ヲ
仰
慕
ス
ル
人
ニ
頒
タ
ン
ト
ス

(�)｣

と
書

い
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
記
の
小
倉
口
述
か
ら
分
か
る
よ
う
に

小
倉
は
、
佐
倉
が
編
纂
し
た
伝
記
を
良
し
と
し
な
か
っ
た
。
筆
者
も

『

山
岡

鉄
舟
伝』

に
は
、
山
岡
鉄
舟
の
生
涯
の
事
実
に
関
す
る
間
違
い
が
多
い
こ
と

を
確
認
し
て
い
る

(�)
。

三

『

お
れ
の
師
匠』

の
問
題
点

『

お
れ
の
師
匠』

の
小
倉
鉄
樹
回
想
談
は
、
山
岡
鉄
舟
に
関
す
る
学
問
的

な
研
究
の
た
め
の
好
材
料
の
よ
う
に
見
え
る
が
、『

お
れ
の
師
匠』

の
内
容

を
そ
の
前
に
出
版
さ
れ
た
山
岡
伝
記
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
い
く
つ
か

の
問
題
点
が
出
て
く
る
。
上
述
し
た
通
り
、
牛
山
栄
治
は
、『

お
れ
の
師
匠』

を
編
纂
す
る
に
あ
た
っ
て
小
倉
鉄
樹
の
口
述
以
外
に
も
様
々
な
資
料
を
使
い
、

そ
の
内
容
と
構
成
に
安
部
正
人『

鉄
舟
言
行
録』

(

光
融
館
、
一
九
〇
七
年)
、

円
山
牧
田

『

鉄
舟
居
士
乃
真
面
目』

(

全
生
庵
、
一
九
一
八
年)

、
葛
生
能
久

『

高
士
山
岡
鉄
舟』

(

黒
竜
会
出
版
部
、
一
九
二
九
年)

な
ど
が
影
響
し
て
い

る

(�)

。『

お
れ
の
師
匠』

の
最
も
大
き
な
欠
陥
は
、
牛
山
栄
治
が
上
記
の
文
献

か
ら
ほ
と
ん
ど
そ
っ
く
り
の
引
用
を
行
い
、
出
典
を
全
く
示
さ
な
か
っ
た
の

で
全
て
が
小
倉
鉄
樹
の
口
述
の
よ
う
に
映
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、

山
岡
鉄
舟
直
筆
と
さ
れ
た

｢

宇
宙
と
人
間｣

、｢

修
身
二
十
則｣

な
ど
の
作
品

に
つ
い
て
は
、
安
部
正
人
な
る
人
物
が
明
治
末
期
に
著
し
た
創
作
か
ら
の
引

用
を
し
て
い
る
点
が
問
題
で
あ
る
。
小
倉
自
身
は

『

お
れ
の
師
匠』

の
な
か

で
、

安
部
と
云
ふ
人
の

｢

鉄
舟
言
行
録｣

と
云
ふ
書
物
に
は
、
大
分
師
匠
自

叙
の
記
録
と
い
ふ
の
が
載
つ
て
ゐ
る
が
、
よ
く
見
れ
ば
師
匠
の
文
と
は

違
ひ
、
又
云
ふ
こ
と
に
も
師
匠
の
意
見
と
も
思
は
れ
ぬ
ふ
し
ぶ
し
が
多

い
の
で
俺
は
信
用
せ
ぬ

(�)

。

と
語
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
同
じ

『

お
れ
の
師
匠』

に
安
部
正
人

『

鉄

舟
言
行
録』

か
ら
の
引
用
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
と
い
う
矛
盾
が
見
ら
れ
る
。

『

お
れ
の
師
匠』

の
緒
言
に
は
牛
山
栄
治
が

｢

幾
度
か
鎌
倉
鉄
樹
庵
に
老
人

(

小
倉
鉄
樹
・
引
用
者
注)

を
訪
ね
、
其
直
接
の
談
話
な
ら
ざ
る
箇
所
は
訂

正
を
乞｣

う
た

(�)

と
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
の
矛
盾
は
、
小
倉
が
、『

お
れ
の

師
匠』

に
見
え
る
安
部
正
人
書
物
か
ら
の
引
用
を
あ
る
程
度
妥
当
な
も
の
と

し
て
認
め
た
こ
と
で
説
明
で
き
よ
う
。

『

お
れ
の
師
匠』

の
山
岡
鉄
舟
の
晩
年
と
臨
終
に
関
す
る
内
容
も
同
じ
で

あ
る
。
小
倉
は
、
山
岡
に
三
年
間
京
都
で
禅
の
修
行
を
命
ぜ
ら
れ
、
山
岡
の

病
重
し
と
聞
い
て
駈
け
つ
け
た
が

｢

三
年
の
期
日
の
前
、
中
道
で
帰
る
と
は

も
っ
て
の
外｣

と
面
会
を
許
さ
れ
な
か
っ
た

(�)

。
し
た
が
っ
て
、
晩
年
と
臨
終

の
模
様
な
ど
は
小
倉
の
知
る
よ
し
も
な
い
こ
と
で
、
こ
の
項
は
、
内
弟
子
と

し
て
山
岡
の
最
期
の
日
ま
で
側
近
に
仕
え
た
桑
原
千
末
太
の
手
記
を
、
牛
山

が
小
倉
を
通
じ
て
桑
原
の
未
亡
人
か
ら
借
り
受
け
、
そ
の
資
料
に
よ
っ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
山
岡
の
晩
年
と
臨
終
に
関
し
て
、『

お
れ
の
師
匠』

の
緒
言

と
五
頁
に
は
、
桑
原
千
末
太
の
記
録
に
よ
っ
て
い
る
と
断
っ
て
あ
る
が
、
本

文
の
当
該
項
目
に
そ
れ
を
明
示
し
な
か
っ
た
た
め
、
小
倉
の
口
述
の
よ
う
に

混
同
さ
れ
て
し
ま
う

(�)
。
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『

お
れ
の
師
匠』

の
も
う
一
つ
の
問
題
点
は
、
小
倉
鉄
樹
自
身
の
口
述
に

は
山
岡
鉄
舟
に
対
す
る
少
な
か
ら
ぬ
先
入
観
が
あ
り

(�)

、
様
々
な
事
実
の
時
期

と
経
過
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、
史
実
と
山
岡
の
生
涯
に
お

け
る
出
来
事
に
関
す
る
勘
違
い
も
見
ら
れ
る

(�)
。

四

牛
山
栄
治
が
残
し
た
問
題

牛
山
栄
治
は
山
岡
鉄
舟
の
伝
記
を
最
も
多
く
著
し
た
人
物
で
あ
る
。
あ
わ

せ
て
六
冊
が
あ
り
、『

お
れ
の
師
匠』

と

『

山
岡
鉄
舟
を
語
る』

の
他
に
、

『

山
岡
鉄
舟
伝』

(

日
本
青
年
館
、
一
九
四
二
年)

、『

山
岡
鉄
舟
の
一
生』

(

春
風
館
、
一
九
六
七
年)

、『

山
岡
鉄
舟

春
風
館
道
場
の
人
々』

(

新
人
物

往
来
社
、
一
九
七
四
年)

、『

定
本

山
岡
鉄
舟』

(

新
人
物
往
来
社
、
一
九

七
六
年)

が
牛
山
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
四
冊
に
は
、

新
し
く
追
加
さ
れ
た
小
倉
鉄
樹
の
口
述
が
少
な
く
、
牛
山
自
身
の
コ
メ
ン
ト

と
解
釈
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
山
岡
に
つ
い
て
新
し
い
情
報
を
そ
れ

ほ
ど
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
小
倉
の
口
述
と
外
部
資
料
か
ら
の
引
用
の
混

同
、
歴
史
的
事
実
の
間
違
い
、
叙
述
の
曖
昧
さ
な
ど
の
問
題
点
が
相
変
わ
ら

ず
こ
の
四
冊
に
も
残
っ
て
い
る
。
更
に
、
例
え
ば

『

山
岡
鉄
舟
の
一
生』
は

『

お
れ
の
師
匠』

の
改
訂
版
で
あ
る
が
、
そ
の
旨
が
跋
に
し
か
書
か
れ
ず
、

著
者
名
と
題
名
が

『

お
れ
の
師
匠』

と
全
く
違
う
の
で
、
こ
れ
は
牛
山
栄
治

の
著
作
で
、『

お
れ
の
師
匠』

と
は
別
の
伝
記
で
あ
る
と
い
う
勘
違
い
を
招

い
て
い
る
。
ま
た
、『

定
本

山
岡
鉄
舟』

に
つ
い
て
牛
山
は

定
本
と
い
う
と
、
世
上
の
文
献
や
異
説
を
校
合
し
尽
く
し
た
標
準
と
な

る
正
し
い
本
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
私
は
そ
ん
な
大
そ
れ
た
考

え
は
も
っ
て
い
な
い
。
新
人
物
往
来
社
の
出
版
企
画
に
乗
っ
た
こ
と
と
、

あ
く
ま
で
私
の
気
持
の
上
で
の

｢

定
本｣

と
し
た
ま
で
で
あ
る

(�)

。

と
書
い
て
あ
る
。
つ
ま
り
、『

定
本

山
岡
鉄
舟』

は
厳
密
な
意
味
で
の

｢

定
本｣

で
は
な
い
の
で
あ
る
。

山
岡
鉄
舟
に
つ
い
て
数
多
く
の
書
物
を
世
に
出
し
た
牛
山
栄
治
で
あ
る
が
、

大
学
教
授
で
あ
り
な
が
ら
山
岡
鉄
舟
の
学
問
的
な
研
究
に
踏
み
切
る
こ
と
な

く
、
山
岡
に
つ
い
て
学
術
的
論
文
を
一
度
も
出
し
て
い
な
い
こ
と
も
疑
問
に

思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
牛
山
が
持
っ
て
い
た
山
岡
関
連
史
資

料
が
、
資
料
批
判
の
面
で
学
問
的
な
研
究
の
基
準
に
満
た
な
か
っ
た
こ
と
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

『

お
れ
の
師
匠』

の
緒
言
に
牛
山
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

従
来
巷
間
に
流
布
さ
る
る
鉄
舟
伝
は
数
十
冊
に
及
ぶ
。
余
之
を
通
覧
す

る
に
、
其
の
全
部
が
全
く
鉄
舟
先
生
を
知
ら
ざ
る
人
の
著
述
な
れ
ば
、

記
述
の
多
く
は
真
を
失
ひ
、
鉄
舟
先
生
の
風
貌
を
知
る
に
由
な
き
も
の

の
み
あ
り

(�)

。

つ
ま
り
、
牛
山
が

『

お
れ
の
師
匠』

を
編
纂
す
る
動
機
は
、
先
輩
石
津
寛
の

事
業
を
完
成
す
る
だ
け
で
な
く
、
従
来
の
山
岡
鉄
舟
の
伝
記
と
違
っ
て
、
山

岡
を
良
く
知
っ
て
い
た
人

(

小
倉
鉄
樹)

の
回
想
の
も
と
に
山
岡
の
正
し
い

伝
記
を
世
に
出
す
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
上
記
の
緒
言
の
言
葉
か
ら

窺
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
こ
の
伝
記
の
副
題
は

｢

山
岡
鉄
舟
先
生
正
伝｣

と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
、
牛
山
の
元
々
の
意
図
と
反
対
に
、

『
お
れ
の
師
匠』

を
は
じ
め
、
彼
が
重
ね
て
著
し
た
山
岡
鉄
舟
の
伝
記
は
曖

昧
か
つ
不
正
確
な
所
が
多
く
、
小
倉
鉄
樹
の
回
想
談
と
他
の
資
料
か
ら
の
引

用
が
混
同
さ
れ
、｢

正
伝｣

と
い
う
形
か
ら
程
遠
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る

(�)
。

―�―



終
わ
り
に

既
に
上
述
し
た
通
り
、
山
岡
鉄
舟
に
つ
い
て
多
く
の
伝
記
と
小
説
が
出
版

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
山
岡
鉄
舟
と
い
う

｢

偉
人｣

を
崇
拝
す
る
傾

向
が
強
く
、
山
岡
の
実
像
が
数
多
く
の
逸
話
と
伝
説
に
埋
も
れ
て
い
る
。
伝

記
な
ど
の
史
資
料
を
通
じ
て
歴
史
的
人
物
の
実
像
が
正
確
に
伝
わ
る
ど
こ
ろ

か
、
か
え
っ
て
歪
め
ら
れ
る
の
は
、
山
岡
鉄
舟
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
。
勝

海
舟
の
心
酔
者
で
あ
っ
た
吉
本
襄
が
勝
海
舟
の

『

氷
川
清
話』

を
改
竄
し
た

(�)
例
も
有
名
で
あ
り
、
そ
の
他
、
史
料
と
伝
記
の
改
竄
・
粉
飾
な
ど
の
手
段
を

も
っ
て
古
代
・
中
世
の
武
将
、
明
治
維
新
に
活
躍
し
た
東
西
両
軍
の
武
士
、

さ
ら
に
乃
木
希
典
を
は
じ
め
、
明
治
時
代
に
現
れ
た
明
治
政
府
の
要
人
の
英

雄
化
と
美
化
が
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
時
代
の
大
衆
文
化
に
お
け
る
一

つ
の
現
象
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
、
富
国
強
兵
の
政
策
を
伴
う

｢

軍
人
勅

諭｣

の
発
布
、
新
し
い
武
士
道
の
昂
揚

(�)
な
ど
が
あ
っ
た
。

牛
山
栄
治
が

『

お
れ
の
師
匠』

を
編
纂
す
る
に
あ
た
っ
て
、
意
図
的
に
改

竄
・
粉
飾
を
な
し
た
と
は
決
し
て
思
わ
れ
な
い
が
、
そ
の
編
集
方
針
と
手
続

き
に
不
行
届
き
が
あ
り
、
上
記
で
取
り
上
げ
た

『

お
れ
の
師
匠』

の
問
題
点

は
、
そ
の

｢

正
伝｣

と
し
て
の
信
憑
性
を
疑
う
余
地
を
与
え
て
い
る
。
そ
の

一
方
、『

お
れ
の
師
匠』

に
出
て
い
る
小
倉
鉄
樹
の
口
述
は
、
山
岡
鉄
舟
と

四
年
間
に
わ
た
っ
て
寝
食
を
共
に
し
て
い
た
人
物
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
口
述
は
他
に
存
在
し
な
い
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
、

小
倉
は
、
一
八
八
一
年

(

明
治
一
四)

一
二
月
か
ら
山
岡
鉄
舟
が
没
し
た
一

八
八
八
年

(

明
治
二
一)

七
月
ま
で
、
凡
そ
六
年
間
半
に
わ
た
っ
て
山
岡
の

内
弟
子
で
あ
っ
た

(�)

。
山
岡
の
内
弟
子
の
生
活
は
、
家
宅
と
道
場
の
掃
除
、
炊

事
、
食
事
中
の
山
岡
へ
の
給
仕
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
、
小
倉
の
場
合
は
、

本
格
的
に
剣
術
の
稽
古
に
入
っ
た
時
に
一
切
の
家
事
を
免
除
さ
れ
た
が
、
と

に
か
く
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
山
岡
の
家
宅
と
道
場
で
過
ご
し
、
ま
た
山
岡
の

没
後
、
山
岡
の
夫
人
英
子

ふ
さ
こ

が
家
政
整
理
の
た
め
小
倉
を
京
都
か
ら
呼
び
出
し

て
い
る
事
実
を
見
る
と
小
倉
は
山
岡
家
か
ら
か
な
り
の
信
頼
を
受
け
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
分
か
る

(�)

。

上
記
の
事
実
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
形
に
最
も
近
い
と
思

わ
れ
る
小
倉
鉄
樹
の
口
述
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
牛
山
栄
治
が
編
纂
し
た

山
岡
伝
記
、
と
り
わ
け

『

お
れ
の
師
匠』

は
山
岡
鉄
舟
の
学
問
的
な
研
究
に

と
っ
て
、
二
次
資
料
的
な
価
値
は
十
分
に
あ
る
と
言
え
る
。
た
だ
、
こ
こ
で

問
題
に
な
る
の
は
、
小
倉
鉄
樹
が
直
接
に
口
述
し
た
内
容
と
小
倉
の
口
述
と

混
同
さ
れ
て
い
る
引
用
の
見
分
け
で
あ
る
。
牛
山
が
出
典
を
明
記
し
、
小
倉

の
口
述
で
な
い
と
直
ぐ
分
か
る
所
も
あ
る
が
、
反
対
に
一
見
で
は
、
小
倉
の

口
述
か
、
引
用
か
、
見
当
が
付
か
な
い
所
も
多
い
。
と
は
い
え
、
少
な
く
と

も
、
小
倉
が
自
分
自
身
で

｢

聞
い
た｣

・｢

見
た｣

な
ど
の
よ
う
に
は
っ
き
り

述
べ
て
い
る
場
面
は
、
間
違
い
な
く
小
倉
の
目
撃
談
で
あ
り
、
一
八
八
二
年

(

明
治
一
五)

に
山
岡
鉄
舟
が
宮
内
省
を
辞
し
た
頃
、
小
倉
が
聞
い
た
勲
三

等
の
辞
退
を
巡
る
山
岡
と
井
上
馨
の
論
争
は
、
そ
の
好
例
の
一
つ
で
あ
る

(�)

。

こ
れ
ま
で
歴
史
の
陰
に
隠
れ
、
後
世
に
ほ
ぼ
忘
れ
ら
れ
た
山
岡
鉄
舟
の
素
顔

と
事
績
を
探
る
た
め
に

『

お
れ
の
師
匠』

収
録
の
小
倉
鉄
樹
の
回
想
談
が
不

可
欠
な
も
の
と
考
え
る

(

し
か
し
、
そ
の
談
話
が
、
牛
山
栄
治
に
よ
っ
て
編

纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
部
に
曖
昧
な
部
分
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
事
情

を
十
分
に
踏
ま
え
て
用
い
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う)

。

―�―



【
注】

(
１)

安
部
正
人
が
編
纂
し
た
山
岡
鉄
舟
関
係
書
物
の
問
題
性
、
ま
た
安
部

正
人
の
執
筆
活
動
全
体
の
問
題
性
に
つ
い
て
、
拙
稿

｢

山
岡
鉄
舟
の
随

筆
と
講
話
記
録
に
つ
い
て｣

を
参
照(『

千
葉
大
学

日
本
文
化
論
叢』

、

第
七
号
、
二
〇
〇
六
年
六
月)

。

(

２)

山
岡
鉄
舟
が
残
し
た
数
少
な
い
一
次
史
料
に
は
、
江
戸
無
血
開
城
前

後
の
経
緯
に
つ
い
て
の
始
末
書

｢

慶
応
戊
辰
三
月
駿
府
大
総
督
府
ニ
於

テ
西
郷
隆
盛
氏
ト
談
判
筆
記｣

(

一
八
八
二
年)

お
よ
び
山
岡
が
覚
王

院
義
観
に
彰
義
隊
の
解
散
を
力
説
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
始
末
書

｢

慶

応
戊
辰
四
月
東
叡
山
ニ
屯
集
ス
ル
彰
義
隊
及
諸
隊
ヲ
解
散
セ
シ
ム
ベ
キ

上
使
ト
シ
テ
赴
キ
覚
王
院
ト
論
議
ノ
記｣

(

一
八
八
三
年)

が
あ
る

(

両
方
と
も
、
山
岡
が
一
八
八
三
年

(
明
治
一
六)

に
建
立
し
た
全
生

庵
に
保
存
さ
れ
て
い
る)

。
こ
れ
ら
の
始
末
書
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

｢

山
岡
鉄
舟
が
書
い
た
江
戸
無
血
開
城
の
始
末
書｣
を
参
照

(『

日
本
歴

史』

、
第
七
〇
八
号
、
二
〇
〇
七
年
五
月)

。
さ
ら
に
、
山
岡
は
、
剣
術
、

仏
教
な
ど
、
特
定
分
野
に
関
わ
る
文
書
を
残
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

文
書
か
ら
彼
の
生
涯
あ
る
い
は
事
績
に
つ
い
て
特
に
情
報
が
得
ら
れ
な

い
。
な
お
、
書
道
の
流
派
・
入
木
道
の
第
五
二
世
を
継
承
し
た
山
岡
が
、

膨
大
な
枚
数
の
遺
墨
を
残
し
て
い
る
。
日
本
書
道
の
遺
産
と
し
て
現
在

で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
遺
墨
は
、
山
岡
の
思
想
を
究
明

す
る
た
め
に
間
接
的
な
手
か
が
り
と
し
て
使
用
で
き
る
と
思
わ
れ
る

(

た
だ
し
、
偽
物
が
沢
山
は
び
こ
っ
て
い
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ

る)

。
山
岡
の
遺
墨
を
書
道
の
観
点
か
ら
検
討
し
て
い
る
寺
山
葛
常
の

著
作
も
参
照

(『

鉄
舟
と
書
道

―
書
美
の
本
質
と
そ
の
深
化』

、
巌
南

堂
書
店
、
一
九
七
七
年
。『

三
舟
及
び
南
洲
の
書』

、
巌
南
堂
書
店
、
一

九
八
八
年)

。

(

３)

山
岡
が
、
一
八
八
一
年

(

明
治
一
四)

に
明
治
政
府
が
行
な
っ
た
維

新
勲
功
調
査
の
時
に
賞
勲
局
へ
の
書
類
提
出
を
拒
否
し
た
こ
と
、
一
八

八
二
年

(

明
治
一
五)

六
月
に
井
上
馨
が
勅
使
と
し
て
持
参
し
た
勲
三

等
を
拒
絶
し
た
こ
と
が
山
岡
の
主
義
を
表
す
好
例
で
あ
る

(

牛
山
栄
治

編

『

山
岡
鉄
舟
先
生
正
伝

お
れ
の
師
匠』

、
春
風
館
、
一
九
三
七
年
、

一
五
一
頁
、
二
二
八
〜
二
三
五
頁
。
思
想
の
科
学
研
究
会
編

『

共
同
研

究

明
治
維
新』

、
徳
間
書
店
、
一
九
六
七
年
、
三
七
八
頁
。『

雪
の
夜

話
り』

新
聞
、
明
治
一
五
年
六
月
二
七
日
、｢

山
岡
鉄
太
郎

叙
勲
を

拝
辞
す｣)

。

(

４)

柳
多
元
治
郎
の
養
女
浅
野
サ
タ
子
が
著
わ
し
た

『

史
談
無
刀
流

山

岡
鉄
舟
と
弟
子

元
治
郎』

(

宝
文
館
出
版
、
一
九
七
〇
年)

、
香
川
善

治
郎
の

｢

覚
書｣

(

玉
川
図
書
館
附
属
近
世
資
料
館
所
蔵

｢

春
風
館
文

庫｣

所
収)

に
は
両
弟
子
に
よ
る
山
岡
鉄
舟
に
つ
い
て
の
回
想
談
が
あ

る
が
、
か
な
り
断
片
的
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
山
岡
の
春
風
館
道
場
に

お
け
る
修
行
に
つ
い
て
の
思
い
出
で
あ
り
、
山
岡
鉄
舟
の
生
涯
に
関
す

る
情
報
が
限
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
安
部
正
人
編

『

鉄
舟
夫
人
英
子
談

話

女
士
道』

(

大
学
館
、
一
九
〇
三
年)

に
は
、
山
岡
鉄
舟
の
未
亡

人
英
子
に
よ
る
回
相
談
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
出
処
が
疑
わ
し

い

(

注

(

１)

も
参
照)

。

(
５)

牛
山
栄
治

『

山
岡
鉄
舟
の
一
生』

、
春
風
館
、
一
九
六
七
年
、
四
五

八
頁
。

(

６)
『

お
れ
の
師
匠』

、
牛
山
栄
治
の
緒
言
三
〜
四
頁
、
本
文
二
四
一
〜
二

四
四
頁
。
前
掲

『

山
岡
鉄
舟
の
一
生』

、
四
四
七
〜
四
五
四
頁
。
牛
山

栄
治

『

山
岡
鉄
舟

春
風
館
道
場
の
人
々』

、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
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七
四
年
、
二
〇
一
〜
二
〇
二
頁
。

(
７)

『

小
倉
鉄
樹
先
生』

、
小
倉
鉄
樹
師
顕
彰
会
、
一
九
八
九
年
、
二
五
二

頁
。
牛
山
栄
治
は

｢

そ
の
小
倉
先
生
の
話
を
、
石
津
寛
さ
ん
は
弟
子
と

し
て
そ
ば
に
い
て
、
医
者
で
し
た
か
ら
、
薬
を
包
む
紙
な
ん
か
に
、
小

倉
先
生
が
何
か
話
し
出
す
と
鉛
筆
で
サ
サ
ッ
と
書
く
。
鼻
紙
や
新
聞
紙

の
は
し
、
煙
草
の
箱
な
ど
に
も
メ
モ
す
る｣

と
回
想
し
て
い
る

(

同
、

一
八
七
頁)

。

(

８)

牛
山
栄
治
編

『

山
岡
鉄
舟
先
生
正
伝
〃
お
れ
の
師
匠』

、
小
倉
鉄
樹

師
顕
彰
会
、
一
九
八
九
年
、｢
復
刻
版
刊
行
を
喜
ぶ｣

。

(

９)

小
倉
鉄
樹
炉
話
、
石
津
寛
手
記

『

鎌
倉
夜
話』

、
牛
山
堂
書
店
、
一

九
三
三
年
、
序
一
頁
。

(��)
前
掲

『

小
倉
鉄
樹
先
生』

、
一
八
五
頁
。
牛
山
栄
治
は
一
九
一
七
年

(

大
正
六)

か
ら
小
倉
鉄
樹
が
没
す
る
一
九
四
四
年

(

昭
和
一
九)

ま

で
合
せ
て
二
七
年
間
そ
の
弟
子
で
あ
っ
た
。

(��)
『

お
れ
の
師
匠』

を
含
め
、
山
岡
鉄
舟
の
ほ
と
ん
ど
の
伝
記
に
は
松

岡
万
が
そ
の
同
志
と
門
弟
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
松
岡
は
山
岡
の

門
弟
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
浅
野
サ
タ
子

は

｢

門
人
以
外
に
、
鉄
舟
の
下
に
出
入
り
す
る
者
も
多
か
っ
た
。
戊
辰

の
役
の
さ
い
、
鉄
舟
と
と
も
に
活
躍
し
た
徳
川
旗
本
の
村
上
政
忠
、
松

岡
萬
云
々｣

と
し
て
い
る(

前
掲『

史
談
無
刀
流

山
岡
鉄
舟
と
弟
子)

元
治
郎』

、
九
八
頁)

。

(��)
『

お
れ
の
師
匠』

、
牛
山
栄
治
の
緒
言
八
〜
一
〇
頁
。
前
掲

『

小
倉
鉄

樹
先
生』

、
三
一
頁
。
前
掲

『

山
岡
鉄
舟
の
一
生』

、
五
一
〇
頁
。

(��)

山
岡
鉄
舟
の
最
初
の
伝
記
は
、
そ
の
没
一
年
後
、
非
売
品
と
し
て
刊

行
さ
れ
た
荻
野
独
園
著

『

山
岡
鉄
舟
居
士
伝』

(

荻
野
独
園
発
行
、
一

八
八
九
年)

で
あ
る
。
荻
野
独
園

(

一
八
一
九
〜
一
八
九
五)

は
、
京

都
相
国
寺
の
管
長
を
務
め
、
山
岡
の
禅
の
師
匠
で
あ
っ
た
。
こ
の
伝
記

は
荻
野
独
園
著

『

近
世
禅
林
僧
宝
伝』

(

小
川
多
左
衛
門
出
版
、
一
八

九
〇
年)

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
廃
仏
時
代
に
お
け
る
山

岡
の
寺
院
再
興
へ
の
尽
力
と｢

居
士｣

と
し
て
の
修
行
の
程
度
を
物
語
っ

て
い
る
。『

山
岡
鉄
舟
居
士
伝』

は
、
山
岡
鉄
舟
の
最
初
の
伝
記
で
は

あ
る
が
、
そ
の
文
書
が
短
く
、
漢
文
の
内
容
が
碑
文
に
相
応
し
い
と
言

え
る
。

(��)
後
に
、
佐
倉
孫
三
は
二
松
学
舎
の
教
授
を
務
め
た
こ
と
も
あ
り
、

｢

達
山｣

と
号
し
た
。『

お
れ
の
師
匠』

、
一
頁
、
二
四
三
頁
。

(��)
そ
の
事
実
は

『

山
岡
鉄
舟
伝』

の
文
脈
か
ら
窺
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

佐
倉
は
、
山
岡
の
実
家
小
野
家
に
由
緒
の
あ
る
お
寺
の
鐘
な
ど
が
維
新

の
際
、
売
却
さ
れ
た
こ
と
を
山
岡
に
告
げ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。｢

其
由

を
先
生

(

山
岡
鉄
舟
・
引
用
者
注)

に
告
る
に
大
に
怒
り
、
金
円
は
何

程
に
て
も
出
す
故
、
買
戻
候
様
可
懸
合
旨
に
よ
り
予
雖
及
談
判
最
早
消

て
不
有
、
遺
憾
の
一
に
し
て
忘
る
ゝ
に
期
な
し｣

と
佐
倉
が
述
べ
て
い

る
。
佐
倉
孫
三

『

山
岡
鉄
舟
伝』

、
普
及
舎
、
一
八
九
三
年
、
五
頁
。

(��)
例
え
ば
、
佐
倉
孫
三

『

山
岡
鉄
舟
伝』

の
六
六
〜
七
〇
頁
と

『

お
れ

の
師
匠』

の
二
二
八
〜
二
三
七
頁
を
参
照
。

(��)
『

お
れ
の
師
匠』

、
三
頁
。
こ
の
小
倉
の
口
述
に
は
、
言
い
違
い
あ
る

い
は
記
憶
違
い
が
あ
る
。
そ
の
当
時
、
山
岡
家
の
邸
宅
は
谷
中
で
は
な

く
、
四
谷
に
あ
っ
た
。
谷
中
に
は
山
岡
鉄
舟
が
一
八
八
三
年

(

明
治
一

六)
に
建
立
し
た
全
生
庵
が
あ
る
。

(��)
前
掲

『
山
岡
鉄
舟
伝』

、
自
序
よ
り
。

(��)
例
え
ば
、
山
岡
鉄
舟
の
忠
勤
振
り
を
物
語
る
一
八
七
三
年(

明
治
六)
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に
起
き
た
皇
宮
炎
上
と
一
八
七
八
年

(

明
治
一
一)

に
起
き
た
竹
橋
事

件
が
佐
倉
孫
三

『

山
岡
鉄
舟
伝』

で
間
違
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

山
岡
の
少
年
時
代
に
つ
い
て
、
少
年
鉄
舟
が
飛
騨
高
山
に
父
と
一
緒
に

行
っ
て
、
そ
こ
で

｢

飛
州
に
赴
て
よ
り
、
井
上
清
虎
佐
州
よ
り
遊
歴
の

際
門
弟
と
な
り
、
真
影
流
の
剣
法
と
甲
州
流
の
兵
学
と
を
兼
学
し
、
頗

る
得
る
所
あ
り｣
と
書
い
て
あ
る
が
、
井
上
清
虎
は
、
実
際
に
は
千
葉

周
作
の
玄
武
館
道
場
の
師
範
で
あ
り
、
北
辰
一
刀
流
を
教
え
て
い
た
。

ま
た
、
少
年
鉄
舟
が
飛
騨
高
山
か
ら
江
戸
に
戻
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
父
母
の
死
で
あ
る
が
、『
山
岡
鉄
舟
伝』

に
は
、
父
母
が
在
世
の

う
ち
に
剣
術
の
修
行
の
た
め
に
江
戸
に
帰
っ
た
と
書
い
て
あ
る
。
前
掲

『

山
岡
鉄
舟
伝』

、
一
頁
、
六
四
頁
。『
お
れ
の
師
匠』

、
一
九
一
頁
。

(��)
例
え
ば
、『

お
れ
の
師
匠』

の
一
〇
七
〜
一
〇
八
頁
と

『

鉄
舟
居
士

乃
真
面
目』

の
一
一
頁
、『

お
れ
の
師
匠』
の
一
〇
四
〜
一
〇
六
頁
と

『

鉄
舟
言
行
録』

の
一
一
四
〜
一
一
六
頁
を
参
照
。
一
九
二
九
年

(

昭

和
四)

に
出
版
さ
れ
た
葛
生
能
久

『

高
士
山
岡
鉄
舟』
と
そ
の
八
年
後

に
出
版
さ
れ
た

『

お
れ
の
師
匠』

の
章
名
・
項
名
の
間
に
も
偶
然
と
思

え
な
い
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。

(��)
『

お
れ
の
師
匠』

、
三
〜
四
頁
。

(��)
同
、
牛
山
栄
治
に
よ
る
緒
言
一
〇
頁
。

(��)
同
、
五
〜
六
頁
。

(��)

牛
山
栄
治
編

『

山
岡
鉄
舟
先
生
正
伝
〃
お
れ
の
師
匠』

、
小
倉
鉄
樹

師
顕
彰
会
、
一
九
八
九
年
、｢

復
刻
版
刊
行
を
喜
ぶ｣

。『

お
れ
の
師
匠』

、

五
〜
六
頁
。

(��)

小
倉
の
山
岡
鉄
舟
に
対
す
る
先
入
観
と
言
え
ば
、
暴
飲
暴
食
・
色
情

修
行
な
ど
、
常
識
を
脅
か
す
山
岡
の
言
動
を

｢

偉
人
の
表
れ｣

と
し
て

肯
定
的
に
扱
う
こ
と
で
あ
る
。
小
倉
に
限
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
山
岡
の

言
動
は
ほ
と
ん
ど
の
山
岡
関
係
文
献
で
同
様
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
管
見

に
入
っ
た
範
囲
で
は
、｢

ほ
め
た
こ
と
で
は
な
い｣

と
言
っ
て
い
る
の

は
、
大
森
曹
玄
の
み
で
あ
る

(

大
森
曹
玄

『

山
岡
鉄
舟』

、
春
秋
社
、

一
九
七
〇
年
、
二
一
一
頁)

。
た
だ
し
、
山
岡
の
放
蕩
が
い
つ
頃
の
も

の
か
を
確
認
出
来
る
史
料
は
一
切
な
い
。
鎌
倉
円
覚
寺
の
管
長
、
今
北

洪
川
が

｢

殊
鋭
意
禅
学
。
頗
得
道
骨
。
寔
天
下
之
達
忠
也｣

と
山
岡
を

高
く
評
価
し
た
事
実
を
見
て
も
、
山
岡
は
、
放
蕩
を
決
し
て
良
し
と
し

な
い
禅
道
に
お
い
て
、
極
め
て
高
い
心
境
に
達
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
り
、
ま
た
彼
は
、
一
生
、
武
士
と
し
て
の
潔
白
な
精
神
を
貫
い

た
の
で
、
そ
の
放
蕩
が
ど
こ
ま
で
真
実
か
は
依
然
と
し
て
不
明
で
あ
る

(『

蒼
龍
広
録』

、
東
海
玄
虎
、
一
八
九
二
年
、
巻
二
、
三
十
五
葉)

。

(��)
た
と
え
ば

『

お
れ
の
師
匠』

一
一
頁
に

｢

井
上
清
虎
は
其
の
後
ま
で

高
山
に
残
り
、
山
岡
家
の
後
始
末
等
を
し
、
九
月
二
日
江
戸
に
帰
っ
た｣

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
山
岡
鉄
舟
が
ま
だ
小
野
姓
を
名
乗
り
、
山
岡
静
山

と
そ
の
家
族
に
出
会
っ
て
い
な
い
時
代
の
話
で
、
こ
こ
の

｢

山
岡
家｣

は

｢

小
野
家｣

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
同
二
一
六
頁
に
、
山

岡
の
年
齢
は
宮
内
省
を
辞
し
た
一
八
八
二
年

(

明
治
一
五)

に
五
一
歳

で
あ
っ
た
と
書
い
て
あ
る
が
、
一
八
三
六
年

(

天
保
七)

の
生
ま
れ
な

の
で
、
実
際
に
は
四
六
歳
で
あ
っ
た
。

(��)
牛
山
栄
治

『

定
本

山
岡
鉄
舟』

、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
六
年
、

二
一
一
〜
二
一
三
頁
。

(��)
『

お
れ
の
師
匠』

、
牛
山
栄
治
の
緒
言
一
〇
頁
。

(��)
晩
年
の
牛
山
も
こ
れ
に
気
が
付
き
、『

定
本

山
岡
鉄
舟』

の
執
筆

動
機
に
つ
い
て
、｢

私
は
山
岡
鉄
舟
に
私
淑
し
、
何
度
か
そ
の
伝
記
を

―��―



上
梓
し
ま
し
た
。(

中
略)

し
か
し
、
発
行
後
月
日
が
経
つ
に
つ
れ
、

誤
謬
や
、
表
現
の
不
適
当
な
と
こ
ろ
が
目
に
つ
い
て
き
て
、
だ
ん
だ
ん

や
り
き
れ
な
い
気
持
に
な
り
、
は
じ
め
か
ら
書
き
あ
ら
た
め
る
こ
と
に

し｣
た
と
書
い
て
い
る

(『

定
本

山
岡
鉄
舟』

の
袖)

。
し
か
し
、
既

に
見
て
き
た
通
り
、
牛
山
の

『

定
本

山
岡
鉄
舟』

は
、
本
当
の
意
味

で
の

｢

定
本｣
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
彼
の

｢

気
持｣

を
表
す
も
の

に
す
ぎ
な
い
。

(��)
『

氷
川
清
話』

は
、
勝
海
舟
が
晩
年
に
語
っ
た
も
の
を
編
集
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
中
に
は
勝
の
記
憶
違
い
や
彼
一
流
の
法
螺
な
ど
が
あ
り
、

史
実
と
の
ず
れ
が
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、『

氷
川
清
話』

が
最
初
に

世
に
広
め
ら
れ
た
の
は
吉
本
襄
の
編
集
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
編

集
の
過
程
に
お
い
て
海
舟
の
真
意
が
歪
曲
さ
れ
、
ま
た
改
竄
著
し
い
と

の
理
由
で
、
江
藤
淳
と
松
浦
玲
に
徹
底
的
に
洗
い
直
さ
れ
、
再
編
集
さ

れ
た
。(

勝
海
舟
／
江
藤
淳
・
松
浦
玲
編

『

氷
川
清
話』

、
講
談
社
、
二

〇
〇
〇
年
、
三
〜
七
頁
、
三
八
一
〜
三
八
九
頁)

。

(��)
明
治
時
代
に
現
れ
た
新
し
い
武
士
道
に
つ
い
て
佐
伯
真
一

『

戦
場
の

精
神
史

武
士
道
と
い
う
幻
影』

、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
四

年
・
菅
野
覚
明

『

武
士
道
の
逆
襲』

、
講
談
社
、
二
〇
〇
四
年
を
参
照
。

(��)
『

お
れ
の
師
匠』

、
二
四
一
頁
、
二
五
三
頁
。
小
倉
鉄
樹
の
回
想
に
よ

る
と
彼
が
一
八
八
一
年

(

明
治
一
四)

一
二
月
三
一
日
に
山
岡
鉄
舟
の

内
弟
子
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
ま
だ
正
式
な
入
門
で
は
な
か
っ
た
が
、
牛

山
栄
治

『

山
岡
鉄
舟
の
一
生』

の
二
四
五
頁
に
よ
れ
ば
小
倉
鉄
樹
が
門

弟
名
簿
に
正
式
に
登
載
さ
れ
た
の
は
一
八
八
二
年

(

明
治
一
五)

九
月

三
日
だ
っ
た
。

(��)

前
掲

『

鎌
倉
夜
話』

、
二
二
二
〜
二
二
三
頁
。『

お
れ
の
師
匠』

、
三

頁
、
二
四
一
頁
、
二
四
五
頁
。
ま
た
、
小
倉
自
身
も

｢

お
れ
は
大
抵
師

匠
の
傍
に
居
て
用
を
足
し
て
ゐ
た｣

と
い
う
ふ
う
に
回
想
し
て
い
る

(『

お
れ
の
師
匠』

、
四
一
三
頁)

。

(��)
『

お
れ
の
師
匠』

、
二
二
八
〜
二
三
七
頁
。
小
倉
が
聞
い
た
山
岡
と
井

上
馨
の
論
争
が
山
岡
が
江
戸
無
血
開
城
の
時
に
果
た
し
た
役
割
の
重
要

性
に
対
す
る
再
認
識
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る(

注(

２)

も
参
照)

。

【

付
記】

＊
本
論
文
の
史
料
の
た
め
に
引
用
を
行
っ
た
際
、
旧
字
を
常
用
漢
字
に
、
句

読
点
を
現
代
表
記
に
改
め
た
。
歴
史
的
仮
名
遣
い
、
捨
て
仮
名
、
濁
音
の

表
記
は
改
め
て
い
な
い
。

＊
引
用
文
中
の
傍
点
は
原
文
の
も
の
で
あ
る
。

＊
敬
称
は
一
切
省
略
し
た
。

本
論
文
は
、
日
露
青
年
交
流
セ
ン
タ
ー
の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
。

尚
、
本
論
文
を
含
め
、
山
岡
鉄
舟
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
大
東

流
合
気
柔
術
本
部
長
、
近
藤
勝
之
氏
よ
り
貴
重
な
史
資
料
の
提
供
お
よ
び

御
教
示
を
得
た
。
特
に
記
し
て
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

(A
nshin

A
natoliy,

U
niversity

of
N
ew
S
outh

W
ales

博
士
後
期

課
程
在
学)

―��―




